
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
、
杉
並
区
で
も
空

き
家
対
策
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

周
辺
住
民
の
不
安
も
一
層
高
ま

っ
て
い
ま
す
。 

区
内
の
空
き
家 

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
跡
地
に
は
、
ミ
ニ
公
園
の
設

置
な
ど
で
防
災
力
の
向
上
を
は
か
る
事
も
可
能
で

す
。
大
規
模
な
空
き
家
で
は
、
跡
地
の
有
効
活
用
に

希
薄
に
な
る
中
で
「
誰
が
住
ん

で
い
た
の
か
さ
え
も
分
か
ら
な

い
」
な
ど
の
実
態
が
広
が
り
、

周
辺
住
民
の
不
安
も
一
層
高
ま

20

日

定
し
、
調
査
や
持
ち
主
へ
の
対
応
な
ど
を
始
め
て
い

ま
す
。
土
地
が
行
政
に
寄
付
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
、

廃
屋
と
化
し
た
空
き
家
の
撤
去
な
ど
に
乗
り
出
す

空
き
家
が
増
加
し
て
い
く
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。 

日
常
的
に
近
所
付
き
合
い
が

希
薄
に
な
る
中
で
「
誰
が
住
ん
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日本共産党

長
期
間
放
置
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
手
立
て

を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

他
の
自
治
体
で
は
、
空
き
家
対
策
条
例
な
ど
を
制

て

残
さ
れ
た
老
夫
婦
が
施
設

に
入
所
す
る
、
ま
た
は
死
亡
す

る
〟
そ
う
し
た
事
態
を
受
け
、

空
き
家
が
増
加
し
て
い
く
こ
と

№64 

党杉並区

が
あ
り
ま
す
。

行
政
と
し
て
、
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
と
、
必
要

に
応
じ
て
指
導
な
ど
を
適
切
に
行
な
い
、
空
き
家
が

家
主
と
家
族
が
別
々
に
暮
ら
す
等
の
社
会
状
況
が

あ
り
ま
す
。 

〝
子
ど
も
が
独
立
し
て
家
を
出

て
、
残
さ
れ
た
老
夫
婦
が
施
設

区議会議

空
き
家
が
長
期
間
放
置
さ
れ
る
と
、
草
木
の
繁

茂
、
害
虫
の
発
生
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、
放
火
や
不

審
者
の
侵
入
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
起
こ
る
可
能
性

空
き
家
増
加
の
背
景
に
は
、
核
家
族
化
が
進
み
、

家
主
と
家
族
が
別
々
に
暮
ら
す
等
の
社
会
状
況
が

議員 

の
高
い
住
宅
地
の
実
態
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
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全
体
で
空
き
家
が
増
加
し

お
よ
そ
一
〇
万
戸
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
住
民
の
苦
情
件
数
が
多
い

自
治
体
と
し
て
、
杉
並
区
や
世
田
谷
区
な
ど
の
人
気

の
高
い
住
宅
地
の
実
態
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今回の予算

全般」と「ま

いました。

ージにて、

ださい。 

◇国民健康保

◇認可保育園

児童問題の

◇保育園の災

◇介護保険料

ホームの増

◇障害者施策

軽減策を継

◇国公有地の

◇都営・区営

◇外環道・外

杉並区善福寺

EL 090-9
ームページ

tp://yama

に
つ
い
て
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た

こ
の
間
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
な
ど
で
も
空
き
家
の

増
加
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
報
道
で
は
、
都
内

全
体
で
空
き
家
が
増
加
し
、
お
よ
そ
一
〇
万
戸
と
な

算特別委員会

ちづくり」

質疑の様子

ご覧になれ

保険料の負

園の増設で

の解決を 

災害・放射

料の値上げ

増設を緊急

策について

継続せよ 

の積極的な

営住宅の整

外環の２の

寺２－２－

9973-0941
ジ 
adakohei.j

予
算
特
別
委
員
会
で
杉
並
区
内
の
空
き
家
問
題

に
つ
い
て
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た
。

会では、「福

について質

子は、区議会

れます。ぜひ

負担増ストッ

で、保育園の

射能対策の拡

げストップ、

急に進めよ

て、区独自の

な活用を 

整備を 

の廃止を 

１１

jp 

祉施策

質疑を行

ホーム

ひ、ご覧

ップを

の待機

拡充を

、特養

の負担
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 大

午前

大勢

した

いま

って

 こ

とが

を守

続き

現す

和
式
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
（
上
）

実
際
の
使
用
方
法
を
確
認
中
（
右
）

午

「震災

集会

に家

でき

で妻

の息

まま

ウロ

ンに

い議会

ごせ

東

被災地支

震災から、

中、荻窪駅

の方から、

。みなさん

した。お寄

、被災地へ

の一年を振

ありました

る行政の責

、被災地復

るために頑

和
式

ン
ホ

ル

レ

後は、妻

災復興・な

」に参加。

家族で過ご

ました。集

とはぐれ、

子を片手

、２時間近

ウロ…。腕

なりました

会中に、子

て良かった

日本大震

支援募金に
 

一年が経

駅にて被災

たくさん

んのご協力

寄せいただ

へ届けます

振り返って

た。震災以

責任の重さ

復興支援と

頑張ります

と息子と

なくせ原発

久しぶり

すことが

集会の途中

１３キロ

に抱いた

近く会場を

腕はパンパ

たが、忙し

子どもと過

たです。 

災から一

に取り組み

経過した３月

地支援募金

の支援募金

、本当にあ

いた支援募

。 
みると、本

降、住民の

を痛感して

安心・安全

。 

一年 
みました

月１１日（

金に取り組

金が寄せら

ありがとう

募金は責任

本当に様々

の生命と暮

ています。

全の杉並区

い
ま
様
々
な
観
点
か
ら
、
災
害
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

れ
て
い
る
感
が
あ

ま
す
（
笑
） 

 
 

 

（日）

組み、

れま

ござ

をも

なこ

らし

引き

を実

能
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に

は
、
和
式
と
洋
式
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
誰
も
が
活
用
し

や
す
い
洋
式
タ
イ
プ
を
増
や
す
事
も
必
要
で
す
。 

本
当
に
良
か
っ
た
で
す

現
場
は
、
一
時
封
鎖
に 

実
家
の
犬
の
散
歩
中
で
す
。
逆
に
、
犬
に
連
れ

ら
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
（
笑
）

き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。 

現
在
の
災
害
発
生
時
の
ト
イ
レ
対
策
で
は
、
身
近
に
あ
る

マ
ン
ホ
ー
ル
に
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
緊
急
に
ト
イ
レ
機

不
審
物
回
収
後
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ
り
中
身
を
確

認
す
る
と
・
・
・
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
で
し
た
。 

と
ん
だ
お
騒
が
せ
の
事
態
で
し
た
が
、
何
事
も
無
く
、

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

に
備
え
た
様
々
な
準
備
が
緊
急
に
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
見
落
と
し
が
ち
な
ト
イ
レ
対
策
は
、
重
要
な

課
題
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
ト
イ
レ
の
設
置
が
大

予
算
特
別
委
員
会
の
終
了
直
後
で
あ
り
、
党
議
員
団
も

議
員
控
室
で
庁
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
き
、
緊
張
が
走
り
ま

し
た
。 

不
審
物
回
収
後
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ

中
身
を
確

下
水
道
の
耐
震
状
況
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
備
蓄

品
、
震
災
対
策
に
つ
い
て
、
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。 

現
在
、
首
都
直
下
型
地
震
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
で
、
災
害

発
物
の
危
険
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
場
を
封
鎖

し
、
警
察
の
爆
弾
処
理
の
特
殊
車
両
が
出
動
す
る
騒
ぎ
と

な
り
ま
し
た
。 

予
算
特
別
委
員
会
の
終
了
直
後
で
あ

、
党
議
員
団
も

二
月
末
、
党
杉
並
区
議
団
で
、
東
京
都
下
水
道
局
水
再
生

セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。 

耐

三
月
十
二
日
（
月
）
夕
方
、
杉
並
区
役
所
西
側
入
口
付

近
で
不
審
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
不
審
物
の
形
状
（
テ

ー
プ
で
巻
か
れ
た
三
〇
㌢
程
度
の
筒
状
の
缶
）
か
ら
、
爆

発
物

危
険
性

で

現
場

封
鎖


